
 

新 旧 対 照 表

新 旧 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

   高崎市 

 

３ 地域再生計画の区域 

   高崎市の区域の一部（吉井地区） 

 

４ 地域再生計画の目標 

   高崎市吉井町は、群馬県の南西部に位置し、人口２５,７４３人（平

成１７年４月１日現在）、面積５８.３５平方キロメートルで、南部北部

に緑豊かな丘陵地をもち、中央部に田畑や住宅地があり鏑川が流れてい

る。日本三古碑の一つである「多胡碑」の存在や、「万葉集東歌」には

この地方の自然の美しさを読み込まれた歌があり、古くから自然に恵ま

れ文化の栄えた町である。 
  鏑川は群馬県西部の下仁田町より、高崎市吉井町を経て利根川へ流れ

ている。鏑川はいくつかの支流があり、中でも大沢川は町の中心部を流

れているので、町民の生活に関係が深い。鏑川や大沢川は数十年ほど前

までは、蛍やメダカ・鮎が生息し、夏には子供たちの水遊びの場であり

親しまれていた。 
  昭和４０年代になると都市化が進み、企業の進出と住宅団地の造成が

始まった。人口が増加し、生活様式が変わるに従い、未処理の生活雑排

水が河川へ流れ込み水質が悪化した。以前いた生物も減少し、子供たち

の遊び場で無くなり、汚水処理施設の整備が必要となってきた。 
   

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

   多野郡吉井町 

 

３ 地域再生計画の区域 

 群馬県多野郡吉井町の全域 
 

４ 地域再生計画の目標 

   吉井町は、群馬県の南西部に位置し、人口２５,７４３人（平成１７

年４月１日現在）、面積５８.３５平方キロメートルで、南部北部に緑豊か

な丘陵地をもち、中央部に田畑や住宅地があり鏑川が流れている。日本

三古碑の一つである「多胡碑」の存在や、「万葉集東歌」にはこの地方の

自然の美しさを読み込まれた歌があり、古くから自然に恵まれ文化の栄

えた町である。 
  鏑川は群馬県西部の下仁田町より、吉井町を経て利根川へ流れている。

鏑川はいくつかの支流があり、中でも大沢川は町の中心部を流れている

ので、町民の生活に関係が深い。鏑川や大沢川は数十年ほど前までは、

蛍やメダカ・鮎が生息し、夏には子供たちの水遊びの場であり親しまれ

ていた。 
  昭和４０年代になると都市化が進み、企業の進出と住宅団地の造成が

始まった。人口が増加し、生活様式が変わるに従い、未処理の生活雑排

水が河川へ流れ込み水質が悪化した。以前いた生物も減少し、子供たち

の遊び場で無くなり、汚水処理施設の整備が必要となってきた。 
   



 

 

昭和６０年、高崎市吉井町では流域関連公共下水道計画をスタートさ

せ、平成３年からは整備された地区より順に供用を開始している。下水

道に接続された家庭の雑排水は、下流の処理場で処理されてから放流さ

れ、河川水質は徐々に良くなってきている。平成１６年度までに下水道

普及率は４２％となった。 
また、下水道が整備されないところもあり、未処理の生活雑排水の流

入を防ぐため、平成６年度からは合併浄化槽への補助事業も実施され、

下水道と共に河川の汚濁防止を推進している。平成１６年度末の公共下

水道及び合併浄化槽の汚水処理人口普及率は４６.７％となり、「鏑川は

以前よりも水質が向上した」と言う声も聞かれるが、まだかつての姿は

取り戻していない。 
これまでも下水道整備をはじめさまざまな事を行ってきたが、高崎市

吉井町の河川をきれいにするにはまだまだ足りず、尚いっそうの事業展

開が必要である。 
（略） 

 

 

 

昭和６０年、吉井町では流域関連公共下水道計画をスタートさせ、平

成３年からは整備された地区より順に供用を開始している。下水道に接

続された家庭の雑排水は、下流の処理場で処理されてから放流され、河

川水質は徐々に良くなってきている。平成１６年度までに下水道普及率

は４２％となった。 
また、下水道が整備されないところもあり、未処理の生活雑排水の流

入を防ぐため、平成６年度からは合併浄化槽への補助事業も実施され、

下水道と共に河川の汚濁防止を推進している。平成１６年度末の公共下

水道及び合併浄化槽の汚水処理人口普及率は４６.７％となり、「鏑川は 

以前よりも水質が向上した」と言う声も聞かれるが、まだかつての姿は

取り戻していない。 
これまでも下水道整備をはじめさまざまな事を行ってきたが、吉井町

の河川をきれいにするにはまだまだ足りず、尚いっそうの事業展開が必

要である。 
（略） 

 

 

 



 

 
５．目的を達成するために行う事業 

 

（５－１）全体の概要 

  公共下水道の整備と浄化槽（個人設置型）の設置をすることで高崎市

吉井町の公共水域の水質を改善するとともに、生活環境の改善を図り、

地域の活力の再生を目指す。 
なお、公共下水道事業計画については群馬県知事より認可済みである。

 
（５－２）法第５章の特別の措置を適用して行う事業 

汚水処理施設整備交付金を活用する事業 
［施設の種類（事業区域）、事業主体］ 
・公共下水道 

    （高崎市吉井町小暮、馬庭、長根地区） 高崎市吉井町 
・浄化槽（個人設置型） 

 （下水道整備区域を除いた高崎市吉井町全域）高崎市吉井町 
 

〔事業期間〕 
・公共下水道     （平成１７年度～２１年度） 
・浄化槽（個人設置型）（平成１７年度～２１年度） 

 

５．目的を達成するために行う事業 

 

（５－１）全体の概要 

  公共下水道の整備と浄化槽（個人設置型）の設置をすることで吉井町の

公共水域の水質を改善するとともに、生活環境の改善を図り、地域の活力

の再生を目指す。 
なお、公共下水道事業計画については群馬県知事より認可済みである。 

 
（５－２）法第５章の特別の措置を適用して行う事業 

汚水処理施設整備交付金を活用する事業 
［施設の種類（事業区域）、事業主体］ 
・公共下水道     （吉井町大字小暮、馬庭、長根地区） 吉井町 
 
・浄化槽（個人設置型） （下水道整備区域を除いた吉井町全域）吉井町 

 
 

〔事業期間〕 
・公共下水道     （平成１７年度～２１年度） 
・浄化槽（個人設置型）（平成１７年度～２１年度） 

 



 

 

〔整備量〕 
・ 公共下水道 φ２００ｍｍ  １０，１３８ｍ 
・ 浄化槽 ２７１基（５人槽 １６０基、７人槽 １０３基、１０

   人槽 ８基） 
なお、各施設における処理人口は下記の通り。 

公共下水道 高崎市吉井町小暮、馬庭、長根地区で 1,030 人、浄化槽

（個人設置型）883 人 

 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔整備量〕 
・ 公共下水道 φ２００ｍｍ  １０，１３８ｍ 
・ 浄化槽 ２７１基（５人槽 １６０基、７人槽 １０３基、１０

人槽 ８基） 
なお、各施設における処理人口は下記の通り。 

  公共下水道 吉井町大字小暮、馬庭、長根地区で 1,030 人、浄化槽（個 

人設置型）883 人 

 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

６ 計画期間 
（略） 

 
７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 
  計画終了後に、高崎市において４に示す数値目標に照らし状況を調

査、評価し、公表する。また、必要に応じて事業に応じて事業の内容の

見直しを図るために、市の関係部署と施設の整備状況等について評価・

検討する。 
  なお、整備された汚水処理施設については、水質検査、維持管理等が

適切に行われているかについて、施設管理者と異なる第三者が行った水

質検査等を市が把握し、必要に応じて適切な措置をとる。 
 
８ 地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 

汚水処理施設整備計画については、平成 20 年度に「群馬県汚水処理

施設整備構想」（都道府県構想）との整合を図った。 
 
 
 

６ 計画期間 
（略） 

 
７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 
  ４に示す地域再生計画の目標については、計画終了後に必要な調査を行

い、状況を把握し、関係部署からなる「地域再生協議会（仮称）」を開催し、

達成状況の評価、改善すべき事項の検討等を行うものとする。 
  
 
 
 
 
８ 地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 
  特になし 

 


